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中国大陸観光テーマ案内図　
鳴
沙
山
。
三
蔵
法
師
も
こ
う
し
て
ラ
ク
ダ
に
乗
っ
て
旅
を
し
た
の
だ
ろ
う
か

大雁塔

　
中
国
駐
東
京
観
光
代
表
処
は
、
中
国
大
陸
全
土
の
観
光
魅
力
を
「
癒
や
し
」
「
三
国
志
」
「
古
文
明
」
「
西
遊
記
」
「
大
自
然
」
と
い
う
五
つ
の
テ

ー
マ
で
日
本
の
消
費
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
今
回
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
、
中
国
西
部
で
主
に
展
開
す
る
「
西
遊
記
」
の
旅
を
紹
介
す
る
。
小
説
を

片
手
に
、
玄
奘
三
蔵
（
三
蔵
法
師
）
と
孫
悟
空
の
足
跡
を
た
ど
る
旅
が
面
白
い
。

月牙泉

天池

高昌故城

交河故城

兵馬俑

莫高窟

　
甘
粛
省
は
中
国
西
北
部
の

内
陸
、
東
西
の
長
さ
１
６
０

０
㌔
、
広
さ

万
平
方
㍍
と

い
う
広
大
な
領
域
で
、長
江
、

黄
河
と
い
う
中
国
の
二
大
河

川
の
流
域
が
接
近
す
る
場
所

に
位
置
す
る
。

　
省
都
の
蘭
州
は
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
の
一
つ
河
西
回
廊
の
入

り
口
に
当
た
る
。
こ
こ
か
ら

武
威
、
張
掖
、
嘉
峪
関
、
そ

し
て
敦
煌
へ
と
、
約
１
千
㌔

に
及
ぶ
道
が
つ
な
が
る
。

　
武
威
は
中
国
観
光
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
に
使
わ
れ
た

「
銅
奔
馬
」
が
出
土
し
た
場

所
。
１
９
６
９
年
、
農
民
が

井
戸
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
後
漢

時
代
の
将
軍
の
墓
室
を
発

見
。
埋
葬
品
と
し
て
芸
術
性

の
高
い
こ
の
馬
の
像
が
出
土

し
た
と
い
う
。

　
張
掖
に
は
チ
ン
ギ
ス
ハ
ン

の
孫
、
フ
ビ
ラ
イ
ハ
ン
が
生

ま
れ
た
大
仏
寺
や
、
赤
や
茶

色
の
地
層
が
何
層
も
重
な
る

岩
山
の
奇
観
、
丹
霞
地
質
公

園
が
あ
る
。

　
嘉
峪
関
は
長
さ
約
６
千
㌔

に
及
ぶ
万
里
の
長
城
の
西

端
。
そ
の
名
を
冠
し
た
嘉
峪

関
市
に
位
置
す
る
。
明
の
時

代
に
建
て
ら
れ
た
城
壁
や
、

遠
く
長
安
（
西
安
）
ま
で
の

ろ
し
を
上
げ
、
時
の
政
府
に

情
報
を
伝
達
し
た
と
い
う
長

城
第
一
墩ト

ン

が
あ
る
。
世
界
文

化
遺
産
「
万
里
の
長
城
」

（
１
９
８
７
年
登
録
）
の
構

成
資
産
の
一
つ
。

　
敦
煌
は
酒
泉
市
の
管
轄
に

あ
る
県
級
市
。
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
は
こ
こ
か
ら
天
山
北
路
、

天
山
南
路
、
西
域
南
道
の
三

つ
の
道
に
分
か
れ
る
。

　
甘
粛
省
観
光
の
ハ
イ
ラ
イ

ト
が
敦
煌
の
莫
高
窟
だ
。
大

小
４
９
４
の
洞
窟
に
、
４
世

紀
か
ら

世
紀
に
か
け
て
の

貴
重
な
仏
像
や
壁
画
が
数
多

く
安
置
、保
存
さ
れ
て
い
る
。

最
も
有
名
な
第

窟
は
莫
高

窟
で
最
大
、
世
界
で
も
３
番

目
と
い
う
高
さ

・
５
㍍
の

仏
像
が
鎮
座
す
る
。
１
９
８

７
年
、
世
界
文
化
遺
産
に
登

録
。

　
東
西

㌔
、
南
北

㌔
に

及
ぶ
砂
山
、
鳴
沙
山
で
は
、

砂
漠
の
中
を
ラ
ク
ダ
で
散
策

し
た
り
、
砂
山
を
そ
り
で
滑

降
し
た
り
な
ど
の
遊
び
が
楽

し
め
る
。
砂
漠
の
中
に
は
３

千
年
以
上
も
枯
れ
ず
に
水
を

た
た
え
る
三
日
月
型
の
池
、

月
牙
泉
が
あ
る
。

　
２
０
１
４
年
、
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
の
関
連
遺
産
群
が
「
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
：
長
安
―
天
山

回
廊
の
交
易
路
網
」
の
名
で

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
。
省
内
の
遺
産
の
構
成
要

素
は
麦
積
山
石
窟
（
天
水

市
）
、
炳
霊
寺
石
窟
（
蘭
州

市
）
、
鎖
陽
城
遺
跡
と
墓
群

（
酒
泉
市
）
、
玉
門
関
・
河

倉
城
遺
跡
（
敦
煌
市
）
、
懸

泉
置
遺
跡
（
同
）
の
五
つ
。

　
敦
煌
市
に
隣
接
す
る
瓜
州

市
で
２
０
１
６
年
、
中
国
最

古
と
み
ら
れ
る
玄
奘
三
蔵
と

孫
悟
空
の
壁
画
が
発
見
さ
れ

た
。

　
玄
奘
三
蔵
の

年
に
わ
た

る
イ
ン
ド
へ
の
旅
の
様
子
を

描
い
た
も
の
で
、
６
枚
の
壁

画
全
て
に
玄
奘
三
蔵
と
と
も

に
、
白
馬
を
引
く
孫
悟
空
の

様
子
も
描
か
れ
て
い
る
。
壁

画
は

～

世
紀
の
西
夏
時

代
の
作
品
と
さ
れ
、
西
遊
記

が
書
か
れ
た

世
紀
の
明
代

よ
り
前
の
も
の
だ
。

　
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
は

中
国
の
西
北
部
に
あ
り
、
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
な

ど
八
つ
の
国
と
国
境
を
接
す

る
。
面
積
約
１
６
６
万
平
方

㌔
。
中
国
の
国
土
の
約
６
分

の
１
と
、
広
大
な
領
域
を
占

め
る
。
ア
ル
タ
イ
、
天
山
、

ク
ン
ル
ン
の
三
つ
の
山
脈
が

自
治
区
を
横
切
り
、
ジ
ュ
ン

ガ
ル
、
タ
リ
ム
の
二
つ
の
盆

地
が
間
に
は
さ
ま
る
形
は
新

疆
の
「
疆
」
の
字
の
右
半
分

の
よ
う
だ
と
い
わ
れ
る
。

　
古
代
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
北

（
天
山
北
路
）
、
中
（
天
山

南
路
）
、
南
（
西
域
南
道
）

と
三
つ
の
ル
ー
ト
に
分
か
れ

て
自
治
区
内
を
通
り
抜
け
、

沿
道
に
は
数
え
き
れ
な
い
ほ

ど
の
史
跡
が
あ
る
。

　
区
都
の
ウ
ル
ム
チ
は
天
山

の
北
麓
に
あ
る
新
疆
の
最
大

都
市
。

　
郊
外
の
「
新
疆
天
山
」
は

２
０
１
３
年
、
世
界
自
然
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
。
雄
大
な

山
脈
群
で
、
ボ
ゴ
ダ
、
バ
イ

ン
ブ
ル
ク
な
ど
四
つ
の
自
然

保
護
区
で
構
成
さ
れ
る
。
そ

の
う
ち
の
一
つ
ボ
ゴ
ダ
地
区

の
天
池
は
ボ
ゴ
ダ
峰
の
中
腹

に
あ
る
湖
で
、
万
年
雪
を
い

た
だ
く
周
囲
の
山
と
湖
の
景

色
が
美
し
い
。
中
国
の
ス
イ

ス
と
の
異
名
も
あ
る
。

　
ト
ル
フ
ァ
ン
は
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
有
数
の
観
光
都
市
。
新

疆
東
部
の
山
間
盆
地
に
あ

り
、
真
夏
の
気
温
は

度
以

上
と
な
る
こ
と
か
ら「
火
洲
」

と
も
呼
ば
れ
る
。
玄
奘
三
蔵

が
経
典
を
得
る
た
め
西
に
向

か
う
途
中
、
仏
教
の
講
義
を

し
た
と
い
う
高
昌
国
の
城
郭

都
市
、
高
昌
故
城
と
、
戦
国

の
末
期
か
ら
元
代
の
旧
都
市

の
遺
跡
、
交
河
故
城
は
世
界

遺
産
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
：
長

安
―
天
山
回
廊
の
交
易
路

網
」
の
構
成
資
産
だ
。

　
ク
チ
ャ
は
天
山
の
南
麓
に

あ
り
、
新
疆
最
大
の
烽
火
台

跡
、ク
ズ
ル
ガ
ハ
烽
火
台
や
、

キ
ジ
ル
石
窟
、
ス
バ
シ
仏
寺

遺
跡
と
い
っ
た
世
界
遺
産

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
を
構
成

す
る
三
つ
の
史
跡
が
あ
る
。

　
カ
シ
ュ
ガ
ル
は
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
の
天
山
南
路
と
西
域
南

道
の
接
点
に
位
置
す
る
新
疆

西
部
の
政
治
、経
済
の
中
心
。

イ
ス
ラ
ム
教
の
古
代
建
築
物

で
中
国
最
大
の
モ
ス
ク
、
ア

イ
テ
ィ
ガ
ル
モ
ス
ク
、
新
疆

最
大
の
農
村
貿
易
集
散
地
、

大
バ
ザ
ー
ル
な
ど
の
見
ど
こ

ろ
が
あ
る
。

　
ジ
ム
サ
ル
県
の
北
庭
故
城

遺
跡
と
合
わ
せ
て
、
自
治
区

内
の
世
界
遺
産
「
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
」
の
構
成
資
産
は
合
計

六
つ
。

　
中
国
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

す
る
陝
西
省
。
そ
の
省
都
で

あ
り
、
最
大
都
市
の
西
安

（
旧
名
・
長
安
）
は
、
秦
、

漢
、
唐
な
ど

王
朝
の
都
。

ア
テ
ネ
、
ロ
ー
マ
、
カ
イ
ロ

と
並
ぶ
世
界
四
大
古
都
の
一

つ
で
、
遠
く
西
域
へ
と
つ
な

が
る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
東
の

起
点
と
な
っ
て
い
る
。

　
西
安
に
は
二
つ
の
世
界
遺

産
が
あ
る
。
一
つ
が
「
秦
の

始
皇
帝
陵
と
兵
馬
俑
坑
」
、

も
う
一
つ
が
「
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
：
長
安
―
天
山
回
廊
の
交

易
路
網
」
だ
。

　
兵
馬
俑
は
１
９
７
４
年
、

農
民
が
井
戸
を
掘
削
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
偶
然
発
見
し
た

と
い
う
「

世
紀
の
考
古
学

に
お
け
る
最
大
の
発
見
」
。

秦
の
始
皇
帝
が
絶
大
な
権
力

を
誇
示
す
る
た
め
、
兵
や
馬

の
塑
像
を
焼
成
し
、
そ
の
陵

を
守
ら
せ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
展
示
す
る
博
物
館
は
総
面

積
１
万
４
２
６
３
平
方
㍍
。

出
土
し
た
武
士
俑
だ
け
で
も

約
６
千
体
。
ほ
か
に
、
陶
俑

陶
馬
約
８
千
点
、
青
銅
器
約

４
万
点
が
発
見
さ
れ
て
い

る
。

　
秦
の
始
皇
帝
陵
は
内
城
の

周
囲
が
２
５
２
５
・
４
㍍
、

外
城
の
周
囲
が
６
２
９
４
㍍

と
い
う
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な

陵
墓
だ
。大
き
な
土
の
山
で
、

陵
の
周
辺
で
は
兵
馬
俑
坑
が

発
見
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、

い
ま
だ
発
掘
さ
れ
て
い
な
い

陪
葬
坑
が
多
く
あ
る
と
い

う
。

　
こ
れ
ら
は
１
９
８
７
年
に

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
い
る
。

　
一
方
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

世
界
遺
産
は
、
西
安
か
ら
天

山
回
廊
を
経
て
中
央
ア
ジ
ア

（
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ

ス
）
に
至
る
範
囲
の
史
跡


カ
所
。
こ
の
う
ち
中
国
国
内

は

カ
所
、
陝
西
省
は
７
カ

所
、
西
安
は
５
カ
所
が
登
録

さ
れ
て
い
る
。

　
西
安
市
内
に
あ
る
の
は
大

雁
塔
、
小
雁
塔
、
唐
長
安
城

大
明
宮
遺
跡
、
漢
長
安
城
未

央
宮
遺
跡
、
興
教
寺
。

　
こ
の
う
ち
大
雁
塔
は
大
慈

恩
寺
の
境
内
に
あ
る
高
さ


㍍
の
７
層
の
塔
で
、
唐
の
時

代
の
６
５
２
年
に
創
建
。
玄

奘
三
蔵
が
イ
ン
ド
か
ら
仏
教

経
典
や
仏
像
を
持
ち
帰
り
、

翻
訳
、
保
管
し
た
場
所
と
さ

れ
る
。
塔
は
登
る
こ
と
も
で

き
、
西
安
の
市
街
地
を
一
望

す
る
。

　
陝
西
省
内
の
史
跡
は
ほ
か

に
、
張
騫
墓
（
漢
中
市
）
と

彬
県
大
仏
寺
石
窟
（
咸
陽

市
）
。




